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地域住民を取り巻く現状と課題
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２Chapter●

（１）かほく市の人口・世帯数の動き

　かほく市の人口は、ほぼ横ばいで大きな変化はありません。

　一方、かほく市の世帯数は徐々に増えてきています。国勢調査によると、家族の人数（一

世帯あたり人員）は、昭和55年は4.19人でしたが、平成22年には3.13人と約１人減ってい

ます。

かほく市の現状１

人口と世帯、１世帯あたり人員の推移
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資料：国勢調査（各年10月1日）

（人・世帯） （人）

4.19 4.11
3.96

3.77
3.53

3.31
3.13

34,106 34,628 34,207 34,722 34,670 34,847 34,651

8,134 8,417 8,642
9,218 9,820 10,536 11,084

私たちでつなげる支えあいのまちづくり



11

地域住民を取り巻く現状と課題

（２）年齢別の人口の動き

　かほく市の人口を年齢別にみると、０歳から14歳までの子どもの人口（年少人口）と15

歳から64歳までの人口（生産年齢人口）が減ってきています。一方、65歳以上の高齢者の

人口（老年人口）が増えてきています。

　　子どもの人口と高齢者の人口を比べると、平成７年の国勢調査で高齢者の人口が子ど

もの人口を上回りました。

　　かほく市でも少子高齢化が進んでいる状況にあります。

年齢別の人口構成の推移
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資料：国勢調査（各年10月1日）

（人）

34,106 34,628 34,207 34,722 34,670 34,847 34,651

8,669 7,707 6,051 5,500 5,455 5,381 5,091

22,024 22,665 23,178 23,416 22,684 22,120 21,084

3,413 4,256 4,978 5,806 6,529 7,345 8,459

かほく市地域福祉活動計画
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２Chapter●

（３）世帯の構成の動き

　かほく市では、核家族やひとり暮らしの単独世帯、ひとり親世帯が年々増えてきています。

一方で祖父母と親、子で構成する三世代世帯が減ってきています。

世帯構成の推移
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核家族 三世代 単独 ひとり親

11,084

8,417 8,642
9,218
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10,536
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4,155 4,224
4,746
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2,083
2,871 2,766 2,671

2,352 2,360

1,998792 954 1,011 1,171
1,664

928387 478 544 651 777

（世帯）

私たちでつなげる支えあいのまちづくり



13

地域住民を取り巻く現状と課題

（４）介護を必要としている方の状況

　かほく市内の高齢者の人口に対して、介護が必要と認定された方の割合が徐々に高くな

る傾向にあります。介護を必要とする方の人数自体も増え続けています。

要介護認定者数の推移（第 1 号被保険者※）
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資料：かほく市介護予防課（各年９月末日）

※65歳以上の方が第1号被保険者となります。【介護保険法第9条】
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かほく市地域福祉活動計画
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（５）障がいのある方の状況

　障がいのある方には、内容や程度に応じて、身体に障がいのある方に交付される手帳（身

体障害者手帳）、知的機能に障がいのある方に交付される手帳（療育手帳）、精神障がいの

状態にある方に交付される手帳（精神障害者保健福祉手帳）といった手帳が交付されます。

　かほく市では、手帳を保持している方が年々増えており、身体障害者手帳を持っている

方が最も多い人数となっています。

障害者手帳保持者の推移
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資料：かほく市健康福祉課（各年３月末日）

1,324 1,325 1,330 1,354 1,367 1,390 1,397 1,408

201 209 222 216 217 215 223 228
97 108 112 126 147 154 156 1671,622 1,642 1,664 1,696

1,731 1,759 1,776 1,803

（人）

私たちでつなげる支えあいのまちづくり
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地域住民を取り巻く現状と課題

（６）経済的に日常生活が困難な状況にある方の状況

　かほく市内で、経済的な理由で日常生活が困難な状況にある方の中で、生活保護による

公的な支援を受けている方が増えてきています。

　平成23年に生活保護人員、平成24年に生活保護世帯数が最も多くなっています。

生活保護受給世帯数・受給者数の推移

平成18年　  平成19年　  平成20年　   平成21年　   平成22年　  平成23年　  平成24年　  平成25年

資料：かほく市健康福祉課（各年３月末日）
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　住民座談会での意見交換や「かほく市地域福祉計画」を策定する際の市民アンケートか

らみられた、住民の想いや現状の課題についてまとめました。

（１）住民同士のコミュニケーションの機会が減少　～ご近所づきあいの希薄化～

　①住民座談会での意見から

　「ご近所づきあいであいさつや会話がある」「子どもたちからあいさつがある」といった

意見が多数ありました。

　一方で、「隣近所とのあいさつがない」「隣近所との会話がない」「つきあいが少ない」な

どの反対の意見もありました。

　また、「子どもから高齢者までみんながもっと活発にあいさつを交わせるようになってほ

しい」という想いも聞かれました。

　②『かほく市の「地域福祉計画」づくりの市民アンケート調査』から
（問6、7、9の調査結果より）

　かほく市における『地域での付き合い』は、「付き合いは少ない」「まったく付き合いがない」

と回答した方があわせて36％となっており、約３人に１人が地域での付き合いの希薄化を

感じているという結果となっています。

　しかし、『地域での望ましい付き合い』については、「地域住民みんなで助け合う」「地域

の気の合う仲間で助け合う」ことが望ましいと回答した方があわせて50％となっています。

　かほく市民の半数が、地域での助け合うことが望ましいと考えているものの、『困ったと

きの相談先』は、「近所・町会の人」と回答した方は３％であり、「行政（市役所など）」と

回答した方の７％を下回る結果となっています。

地域住民の想いと現状の課題２

私たちでつなげる支えあいのまちづくり
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地域住民を取り巻く現状と課題

（２）地域行事への参加の減少　～地域での活動～

　①住民座談会での意見から

　地域内での行事や青壮年団、女性会、老人クラブなどの活動はあるものの、次第に参加

者が減ってきているといった意見が多数ありました。そのため、同世代や異なる世代との

交流の機会が少なくなってきたようです。

　同世代はもちろんのことですが、特に異なる世代とのふれあいやつながりを持てる機会

があり、また、そこにみんなが積極的に参加してくれるとよいといった意見がありました。

　②『かほく市の「地域福祉計画」づくりの市民アンケート調査』から
（問11の調査結果より）

　『地域の活動への参加』については、「以前は参加していたが、今は参加していない」「こ

れまで全く参加したことがない」と回答した方が、半数近くの42％という結果となってい

ます。

　地域での行事や活動への参加の機会が減ることで、お互いに知りあう、ふれあう機会が

減ってきているということになります。その結果、お互いの情報がなく、コミュニケーショ

ンがとりづらい環境になってきています。

かほく市地域福祉活動計画
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地域住民を取り巻く現状と課題２Chapter●

（３）地域での助けあい・支えあいを市全体で考える必要性

　　  ～助けを必要としている方への支援～

　①住民座談会での意見から

　買物や通院など、日ごろの生活で自動車での移動は不可欠ですが、高齢になってくると「自

動車の運転への不安」や「運転ができなくなったときの不便」を感じるといった意見があ

りました。また、自動車以外の移動手段では行動範囲も限定されることから、「外出の際手

助けがあるとよい」といった意見もありました。

　子どもたちへの見守り活動に関する意見では、「通学時、パトロールによる防犯の手助け」

があるとよいといった意見も出ていました。

　さらに、障がいのある方や高齢者が、日常の生活や災害が起こった時など、さまざまな

状況で不便や不安を感じるといった意見もありました。

　②『かほく市の「地域福祉計画」づくりの市民アンケート調査』から
（問26、27の調査結果より）

　隣近所にどんな人が生活しているのか、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯、重度の障が

いのある人は、災害時支援が必要な可能性があります。しかし、隣近所で生活しているこ

とを把握しているかとの問いでは、33％が「わからない」と回答しています。また、約４

人に１人の割合となる26％の方が、そういった方への関わりについて「できない」と回答

しています。

　災害はいつ発生するかわかりません。また、大規模災害では公的な支援にも限界があり

ます。災害時、他人だけでなく自分の身を守るためには、日ごろからの隣近所との付き合

いによって、お互いの状況を知っておくことが重要となってきます。

私たちでつなげる支えあいのまちづくり


